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兵庫 県 の 

市 内 の 中 央 部 に 位置 する 島内 最大 の 三原 3 

は じ め に 

な 農業 が 盛ん に 行わ れ て いま す 。 

これ まで 、 こ の 豊か な 南あわじ 市 で は 、 実 り 多 き 社 会 実現 に 向け た 政策 “や 事業 が 進め られ て きま し 

た 。 賠 場 整備 事業 も その 政策 の 一 つの です が 、 事 業 の 性 格 上 、 埋 蔵 文 化 財 の 調査 が 必要 と な り 、 こ れ ま 

南 端 に 位置 する 南あわじ 市 は 、 周 囲 を 海 に 囲ま れ た 自然 と 歴史 が 豊か な まち で す 。 ま た 
野 を 中 心 と する 平野 部 で は 、 温 暖 な 気候 を 生か し た 多角 的 

で 幾度 と な く 行 われ て きた 発掘 調査 に より 、 先 人 達 の 「 あし あと 」 と も いう べき 文化 財 が 数 多く 残さ 

れ て いる こと が 明らか と な っ て きま し た 。 こ れ ら 先 人 達 が 残し た 文化 財 を 後世 に 保存 ・ 継 承 し 、 そ れ 

ら の 特性 を 生 

まだ 

より 一 

最後 

りお 礼 

し ば らく は 、 画 場 整 

層 文 化 財 の 保護 ・ 活 

申 し 上 げ ま す 。 

平成 29 年 3 月 

に な り ま し た が 、 調 査 及 び 本 書 

例 

か し た 活用 を 、 今 後 我々 は 新た な 課題 と し て 取り 組ん で いか な けれ ば な り ま せん 。 

穫 事 業 な どの 大 規模 な 開発 事業 が 続く と 思い ます が 、 教 育 委員 会 と し て も 
に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 賜り ます よう よろ し く お 願 いし ます 。 

を 作成 する に あたり 、 ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 心 よ 

南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 浅井 伸行 

ーー ーー 

旨 
や は た みか な た て が わ 

1. 本 書 は 、 兵庫 県 南あわじ 市 賀集 八幡 南 立 川瀬 所 在 の 大 野 遺跡 の 発掘 調査 報告 書 で ある 。 

2. 発掘 調査 は 、 基 盤 整 備 促進 事業 

平成 20 (2008) 年 度 に 実施 し た 。 

3 . 重機 に よる 機械 掘削 は (株 ) ダイ ニチ ・ コ ンス 

し て 、 

に それ ぞ れ 依頼 し た 。 

4. 本 書 の 執筆 ・ 編 集 、 発 掘 調査 ・ 遺 物 の 写真 撮影 は 坂口 が 行っ た 。 

5. 本 調査 に 関す る 写真 ・ 図 面 記録 

6 . 発掘 調査 及び 報告 書 

(八幡 地区 ) の 工事 に 伴い 、 南 あわ じ 市 農地 整備 課 の 依頼 を 受け 、 南 あわ じ 市 教育 委員 会 を 主体 と 

ラク ショ ン 淡 路 本 店 、 遺 構 掘削 等 の 人 力作 業 は 南あわじ 市 シル バー 人 材 セ ンタ ー 

・ 出 土 遺物 は 、 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 に 保管 し て いる 。 

作成 に あたり 以下 の 機関 ・ 個 人 か ら ご 指導 ・ ご 協力 を いた だ いた 。 記 し て 深く 感謝 中 し 上 げ ま す 。 (敬称 略 ) 

八幡 地区 ・ 八 幡 南 地 区 ・ 立 川瀬 地区 自 准 会 、 兵 庫 県 教育 委員 会 

1 . 本 調査 の 水平 方 向 の 位置 に つい て は 、 第 V 系 国土 謝 標 値 (世界 測地 系 ) に 基づき 、 垂 直方 向 の 位置 に つい て は 、 園 場 整備 事業 で 使 
し て いる 水準 点 の 標高 値 を 利 
で 使用 し た 遺構 番号 に つい て は 、 調 査 時 の 遺構 番号 を 使 2. 本 書 

央 

、 南 あわ じ 市 農地 整備 課 、 藤 本 史子 、 森 岡 秀 人 

例 

て 

し た 。 ま た 本 書 で 示す 方 位 は 座標 北 を 示す 。 

し 、 そ の 前 に 以下 の 遺構 の 性 格 を 表す 記号 を 付 し た 。 な お 建物 に つ 

は 調査 区 ご と に 1 か ら 順 に 番号 を 付 し て いっ た 。 

土器 
本 書 9
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S
C
 

陽二 

SB 掘 立柱 建物 SK 土塊 SD 溝 P 柱 穴 ・ 小 穴 SA 杭 ・ 梅 SX その 他 の 遺構 ・ 不 明 遺 構 

な どの 色調 は 『 新 版 標準 土 色 帳 』 (農林 水産 省 農林 水 j 技術 会 議事 務 局 ・ 財 団 法 人 日 本 色彩 研究 所 監修 ) を 参照 し た 。 

出土 遺物 の 法 量 等 を 記し た 表 の ( ) の 数 値 は 残存 値 、 口 の 数 直 は 復元 値 を 示す 。 

測 図 断面 の 置 は 須恵 器 、 四 は 瓦 器 ・ 瓦 質 土 器 、 口 は 青磁 

収録 の 遺物 は 、3 次 (確認 ) 

写真 図版 の 統一 を は か っ た 。 

・ 和 白磁 ・ 施 箇 陶 磁器 、 口 は 縄文 土器 ・ 土 師 器 を 表す 。 

調査 、4 次 (本 発掘 ) 調査 で 出土 し た 遺物 に 1 121 の 順に 通し 番号 を 付け 、 それ ぞ れ 本 文 ・ 挿 図 ・ 
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第 1 章 調査 の 経過 

第 1 節 調査 の 経緯 ( 図 1) 

本 調査 の 調査 経緯 と な っ た 基盤 整備 促進 事業 (八幡 地区 ) は 、 市 が 事業 主体 の 団体 営 画 場 整 備 事業 で 

工事 施工 範囲 は 現行 政 区 画 の 八幡 南 地 区 を 中 心 に 八幡 ・ 立 川瀬 地区 の 範囲 と な る 。 

事業 は 、 平 成 19 21 年 度 の 3 ヵ年 に か け て 合計 16. 8ha の 面 工 事 が 実施 され 、 調 査 地 中 央 を 南 か ら 

北方 向 に 流れ る 山路 川 を 挟ん で 大 きく 2 分 され る 。 工 事 は 山路 川西 側 か ら 東側 へ と 進行 し 、 そ れ に あわ 

せ て 教育 委員 会 に お いて は 、 表 1 ・ 図 1 の 通り 埋蔵 文化 財 の 調査 を 進め て きた 。 本 報告 は 大 野 遺 跡 の 3・ 

4 次 調査 ( 表 1 7・8 番 ) の 調査 成果 で ある 。 

FE2 月 4 日 一 14 日 

上 遺跡 (1 次 ) 認 平成 E10 月 2 日 13 日 

上 遺跡 (2 次 ) 認 平 FE6 月 4 日 一 7 月 3 日 

岸 ノ 上 遺跡 (3 次 ) 平成 FEF6 月 4 日 10 月 24 日 

大 野 遣 跡 (1 次 ) 認 平成 FE10 月 29 日 ・30 日 

大 野 遺跡 (2 次 ) す 本 癌 は ml 

平成 20 (2008) 年 6 月 16 日 27 日 

平成 20 (2008) 年 17 日 一 8 月 28 日 

平成 20 (2008) 年 22 日 一 11 月 7 日 

平成 21 (2009) 年 22 日 一 9 月 18 日 

639 mf (161 ヶ ) 

4,407.4 

表 1 基盤 整備 促進 事業 (八幡 地区 ) に 伴う 調査 一 覧 

第 2 人 節 調査 の 体制 

平成 16 年 度 分 布 調査 

事務 局 教育 長 塚本 圭 右 部 長 中 島 義 晴 次長 柳本 佳 博 生涯 学習 文化 振興 課長 岸上 敏之 

主幹 太田 孝次 課長 補佐 榎本 星 重 係長 福田 龍 人 

調査 担当 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 谷口 衝 (当時) _ 外 業 補助 員 新崎 都内 業 補助 員 垣 脇 美奈 子 ・ 

豊田 亜希 子 ・ 概 本 早苗 

平成 20 年 度 大 野 遺 跡 3 次 (確認 ) ・4 次 (本 発掘 ) 調査 

事務 局 教育 長 塚本 圭 右 部 長 三好 雅 大 次 長 南幸 正 生涯 学習 文化 振興 課長 岸上 敏之 

内
 

ご
 略
 民



う 調 査 位置 図 基盤 整備 促進 事業 (八幡 地区 ) に 伴 図 1 

補佐 福田 龍 人 

調査 担当 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 坂口 弘 頁 外 業 補助 

(S 

富岡 美 早 子 三 夫 |・ 

1 書 三宅 赤井 友美 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 豊 田 亜 希 子 ・ 演 崎 真 紀 ・ 概 本 早苗 ・ 

主幹 垣 本 義博 課 

内 業 補 助 

平成 28 年 度 遺物 整理 ・ 報 告 書 作成 

i 行 (平成 29 年 3 月 3 浅井 1 ) 

主幹 福田 龍 人 

成 29 年 2 月 12 

型 福原 敬二 

垣 脇 美奈 子 ・ 

| 

味 』 
トト 

崩 次 長 藤岡 崇文 社会 教 
ーー 

事務 局 教育 長 岡田 昌史 (平成 28 年 4 月 1 日 一 

教 ) 

三宅 靖子 ・ 松 下 息 之 

31 )( 

整理 担当 埋蔵 文化 財 調 査 事務 所 坂口 弘 頁 内 業 補 助 員 赤井 友美 ・ 宇 治田 力 

富岡 美 早 子 ・ 豊 田 亜希 子 ・ 党 本 矢 美 ・ 樹 本 早苗 三共 



第 2 章 周辺 の 環境 

第 1 節 地理 的 環境 ( 図 2・3・4・5) 

遺跡 が 位置 する 淡路 島 は 、 兵 庫 県 の 最 南 端 、 瀬 戸 内 海 の 東 端 に 位置 

し て お り 、 北 を 明石 海峡 、 南 東 を 紀 淡 海峡 、 責 西 を 鳴門 海峡 に 画 さ れ 

た 周囲 約 203km、 面 積 592kmW を 測る 南北 に 細長 い 瀬 戸 内 海 最 大 の 島 で 

ある 。 

地質 的 に は 、 花 周 岩 と 大 阪 層 群 か ら な る 北部 と 和 泉 層 群 か ら な る 南 

部 に 大 別 さ れる 。 南 部 の 入 層 群 は 主として 礎 岩 ・ 砂 岩 ・ 泥 岩 と 砂岩 ・ 

泥岩 の 互層 な ど か ら な る 論 鈴 羽山 地 が 南東 部 に 、 南 辺 寺山 系 の 山地 が 

西部 に それ ぞ れ 位置 し て お り 、 そ の 間 に は 島内 最大 の 平野 で ある 三原 

平野 が 広がる 。 こ の 三原 平野 に は 南 か ら 大 日 川 、 三 原川 、 成 相川 、 合 

文 川 の 4 本 の 主要 な 河川 が あり 、 河 口 近 く の 松 帆 付近 で 合流 し 播磨 灘 

に 注ぐ 。 先 の 三 者 は 南東 の 論 鶴 羽山 地 か ら 北 西方 向 に 流下 する 。 今回 
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の 調査 対象 地 は 、 南 束 か ら 北 西方 向 に 緩やか に 傾斜 する 大 

し て お り 、 標 高 11.98 15. 21 m を 測る 。 

【 参 考 文献 】 

『 三 原 郡 史 』 三原 郡 町 村 会 1979 

『 淡 路 志 知 川 沖田 南 遣 跡 』 兵庫 県 教育 委員 会 1987 

『 洲 本 地域 の 地質 』 通商 産業 省 

『 淡 路 島 の 化石 』 淡路 文化 史料 館 1996 

第 2 人 節 歴史 的 環境 ( 図 

少し ずつ 遺物 の 確認 例 が 増加 

れ ま で 知ら れ て いた 2 長原 遺跡 (賀集 生 内 ) 以外 に 3 楠 谷中 ( 損 集 野 

両 遺 跡 は 牛 内 川 流域 に 分 布 す る 共通 点 を 有する 。 ま た 4 神子 曽 遺跡 ( 賀 
や は た みな み 。 た て が わ 

6 ) 

ここ で は 大 野 遺 跡 が 位置 する 賀集 地域 を 中 心 と し た 歴史 

旧 石 器 ・ 縄 文 時 代 市 内 同様 賀集 地域 に お いて も 遺跡 は 少な く 、 

川 の 支流 で 

工業 技術 院 地質 調査 所 1992 

遺構 の 

し て いる 。! 

含む 縄文 時 代 中 期 の 土質 4 基 や 今回 調査 を 行っ た 1 大 野 遺 跡 (賀集 八幡 

遺物 が 見 つか っ て いる 。 

称 生 時 代 遺跡 数 は 飛躍 的 に 増加 する 。 ま 

遺跡 言い の よう に 居住 城 と 墓 域 が 確 徐 多 ) や 阿 万 地域 の 井手 田 

石器 か ら 縄文 時 代 草創 期 に 位 
の 

ある 山路 川中 流 右 岸 域 に 位置 

的 環境 に つい て 見 て いき た い 。 

様相 は 把握 し に くい も の の 、 

置 付 けら れる 有 舌 失 頭 器 が こ 

HH) に お いて も 認め られ る 。 

た 近年 の 調査 に よ り 榎 列 地域 

判明 し て きた 。 賀集 地域 で は 5 療 ヶ 油 中 (賀集 立川 瀬 ) ・ 神 子 斬 遣 跡 ・6 
7 和音 塊 貴 , ぶ く い 

7 高萩 遺跡 (賀集 福井 ) 

南 一 立 川 基 

集 鍛冶屋) で は 机 ・ 魚 骨 片 を 
で は 晩期 の 遺構 

は た か み は だ し も 

の 幡多 遺跡 (* 列 上 幡多 ー 下 

認 で きる 大 き な 集 落 が 幾つ か 
ご こく じ り ひがし 

護国 寺 東 遺 跡 (賀集 八幡 南 ) 

・9 神 つ ノ 木 遺跡 (賀集 生子 ) な ど が ある 。 

18 基 な ど 、 護 国 寺 東 遺 跡 で は 終末 期 

・8 久 保 ノ カチ 遺跡 (賀集 福井 ) 

その 内 、 神 子 曽 遺跡 で は 中 期 を 中 心 と し て 堅 穴 住居 1 棟 、 軍 基 中 

頃 の 堅 穴 住居 3 棟 が それ ぞ れ 確認 され て いる 。 さ ら に 大 日 川沿 の 中 流 か 

条 ノ カチ 遺跡 ・ 克 つ ノ 木 遺 鷺 と いっ た 中 期 や 終末 

に し や まき た 

西山 北 古墳 (賀集 八幡 北 ) 
た や ま 

田山 古墳 (賀集 野 

遺跡 (賀集 八幡 南 ) で は 、 前 期 と 終 未 期 

古墳 時 代 賀集 地域 を は じ め 市 内 の 古 

裾 部 に お いて 古墳 が 確認 で きる 。 

1) と 14 小山 古墳 ( 

こし や まみ な みか 

・12 西山 南 古墳 (賀集 八幡 南 ) 

賀集 地域 に お いて は 央 の 平 ! 

を 内 部 主体 と する が 、 小 山 古 墳 の み 内 部 主 

紀 後 半 頃 が 想定 され る 。 

一 方 集落 跡 に つい て は 、 人 賀集 地域 だ け で な く 三 原 
布 に 偏り が 認め られ る 。 水田 経営 に 適さ な い 扇 状 地 に は 、 扇 端 部 を 除い て 遺跡 分 布 は 認め られ な く な 

4
|
 

る 。 平成 17 20 年 度 に 調査 

過す る 中 期 を 

目 され る 。 

本 が 不明 で ある 。 時 期 に つい 

平野 全体 を 見 て も 確 

いち し ん さん じょう きもと 
を 行っ た 木戸 

賀集 地域 で は 堅 穴 住居 の 確認 例 は な い が 、 15 

は ら 

原 遺 跡 ーー 三條) は 、 扇 

「' 心 と する 大 規模 な 集落 跡 で 、 多量 の 消 石 製品 や 式 系 土 

期 の 遺跡 が 点 在 する こと が 分 か っ て きた 。 10 岸 ノ 

の 遺物 が 確認 され て お 

7 布 は 非常 に 少な いも の の 、 三 

平松 遺跡 (賀集 八幡 ) で 旧 河道 や 潮 か ら 

ら 上 流 に か け て 高萩 遣 跡 ・ 久 
うえ 

、 周 辺 に 集落 が 想定 され る 。 

原平 野 を 囲む 山地 や 丘陵 上 、 

野 部 を 挟ん で 西 の 南 辺 寺 山 山裾 に 11 
ゆ づる は さん の 

、 東 の 論 鶴 羽山 か ら 続 く 丘 陸上 に は 13 野 

連 集 野田 ) が それ ぞ れ 分 布 し て いる 。 先 の 3 者 は 横穴 式 石室 

て は 西山 南 古 墳 を 除い て 6 世 

認 例 は 少な く な る と 同時 に 分 

端 部 か ら 測 積 平 野 に か け て 立 
て っ て い 

器 ・ 鉄 錠 等 が 出土 し て お り 注 

期 の 遺物 が 、 

凡
 池
 円
 画
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れ ら 賀集 地域 西部 の 山路 川 や 大 日 川 流 域 に 位置 する 古代 の 遺跡 か ら は 飛鳥 時 1 
| と 評価 で きる 。 さ ら に 

代 へ 平安 時 代 初 め 頃 の 製塩 土器 が 多量 に 出土 する 事例 が 増え て お り 、 新 た な 研究 課題 と な っ て いる 。 
ぎ こ く ぶ や 
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の
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奈良 時 代 後半 に は 淡路 国分 寺 (八木 国分 ) と 国分 尼寺 (八木 新庄 ) が 八木 地域 に 造営 され る が 、 そ 

の 他 の 古代 寺院 の 分 布 は 、 市 内 を は じ め 島 内 で も 少な い 。 人 賀集 地域 で は 、19 南 辺 寺 古 堂 跡 (賀集 八 幡 
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に 見 える 人 賀集 氏 な ど 在 地 の 国 人 クラ ス の 城 館 と 考え られ る 。 ま た これ ら 在 地 の 国 人 達 は 、 護 国 寺 へ の 

て いる も の と 考え られ る 。 
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第 3 節 周辺 の 小字 名 ( 図 7) 

l
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こ で は 、 今後 の 参考 資料 に な る と 思わ れる た め 、 調 査 地 周 辺 の 小字 名 を 提示 し て お く 。 3 ヵ年 の 

象 地 は 、 大 字 八 幡 南 を 中 心 に 立川 瀬 、 八 幡 地 区 か ら な る 。 

則 

1 晶 の 寄進 を 盛ん に 行っ て お り 、 寄 進 さ れ た 土地 の 中 に は 八幡 南 地 区 に ある 字 「 梅 原 」 地 内 が 含ま れ 

F の 大 規模 開発 や 行政 区 画 の 統廃合 が 進み 、 市 内 の 小字 名 は 急速 に 復元 が 困難 に な りつ つ あ る 。 こ 

査 対 



査 の 成果 3 次 第 3 章 

・10 写真 図版 8) 

ー1 工区 ) を 対象 に 行っ た 確認 調査 で ある 。 調査 地 は 県 道 

南東 か ら 北 西方 向 に 緩やか に 傾斜 し て お り 

9 第 1 人 節 調査 内 容 ( 図 8 

良 ・ 江 井 ・ 

、 標 高 11.98 一 14.55 m を 測る 。 
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東 の 中 池 の 方 向 か ら 東西 方 向 に の 

びる 幅 40cm、 深 さ 20cm の SD 1 

遺物 は 磁器 ( 染 付 ) Oo を 確認 し た 

と 思わ れ 近世 頃 ヽ が 出土 し て お り 

Oo る 。 湧 水 が 著 し い 

点 B 地 

100m 1/4000) (の 
調査 範囲 
認 調査 区 確認 

(AG 地点 ) 遺跡 範囲 

7 

中 計 

SD1 と P 

図 8 調査 区 設定 図 (確認 調査 ) 

世 前 半 頃 と 考え られ 

認 し て いる 。 

調査 地 南 部 南 池 の 北 側 に 位置 す リル 
る 。No. 26 調査 区 で SD 1・P 3・ 

No. 39 調査 区 で は 、 中 世 頃 の 遺 

SK 4 を 確認 し た 。 

調査 地 中 央 東 寄 り に 位置 する 。 

o. 16 調査 区 の 北東 端 で SKK 1 を 

確認 し た 。 深 さ は 約 15cm で ある 。 

物 包 含 層 を 確 

し て お り 、 

る 。 

C 地 点 

遺物 は 土師 器 ・ 瓦 回 (1) が 出土 

3・SK4 の 埋 士 は 異な り 、 前 者 

が 白色 系 で 後者 が 灰色 系 を な す 。
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SK1 

No.13 

1. 浅 黄 色 2.5Y7/3 細 砂 質 土 (Fe 多く 含む ) 
2. 礎 混 灰色 5Y4/1 細 砂 質 土 (5cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
3. 春 混 灰色 5Y6/1 砂 (の 20cm 以 下 多 く 含む ) 

N 
, 13.40m 

3 4 

uu
0b

6L
 

No.26 

1. 浅 黄 色 2.5Y7/3 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
2. 灰 黄色 2.5Y7/2 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
3. 礎 混 黒褐色 10YR3/1 粘 細 砂 質 土 (6 5cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
4. 礎 混 褐 灰色 10YR5/1 砂 質 土 (る 20cm 以 下 多 く 含む ) 

3 
る 0 

No.36 

1. 灰 黄色 2.5Y6/2 土 (Fe わ ず か に 含む ) 
2. に ぶ ぷ い 黄 枯 色 10YR7/2 砂 
3. 礎 混 黄色 5Y7/6 粘 質 土 (る 15cm 以 下部 分 的 に まばら に 含む ) 

E
e
e
-
 

No.16 

1. 浅 黄 色 2.5Y7/3 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
2. 褐 灰色 10YR5/1 細 砂 質 土 

3. 褐 灰色 10YR4/1 粘 細 砂 質 土 (WMn わ ず か に 含む ) 
4. 黄色 5Y7/6 砂 

N 

ーー 一 一 一 一 ゴ 
2 

13.40m 

| 

No.27 

1. 灰 オ リー ブ 色 5Y6/2 粘 極細 砂 質 土 
2. 灰白色 10YR7/1 極 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
3. 褐 灰色 10YR4/1 粘 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
4. 黄色 5Y7/6 粘 質 土 

No.28 
1. 灰 オ リー ブ 色 5Y6/2 粘 極細 砂 質 土 
2. 灰白色 10YR7/1 極 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 
3. 褐 灰色 10YR4/1 粘 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
4. 黄 褐 色 2.5Y5/3 粘 細 砂 質 土 (Mn わずか に 含む ) 
5. 黄色 5Y7/6 粘 質 土 

多
 0
0'

6L
 

No.37 

1. 浅 黄 色 2.5Y7/3 細 砂 質 土 (Fe まばら に 含む ) 
2. 礎 混 灰色 5Y6/1 砂 ( ゅ 20cm 以 下 多 く 含む ) 

0 (S=1/50) 2m 

図 9 確認 調査 区 平面 ・ 層 序 図 
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遺物 は SD 1 か ら 土 師 器 ・ 陶 磁器 、P 3 か ら 須 上 恵 器 (2) 、SK 4 か ら 須 上 恵 器 ・ 土 師 器 ・ 製 塩 土 器 (3) 

が 出土 し て お り 、 前 者 が 中 ・ 近 世 頃 、 後 者 が 奈良 ・ 平 安 時 代 頃 と 思わ れる 。 

o. 27・28 調査 区 で 耕作 土 下 約 10 へ 13cm に ある 褐 灰色 粘 細 砂 質 土 (3 層 ) か ら 須 恵 器 (7) ・ 土 師 器 ・ 

製塩 土器 (4ー6) な ど 奈 良 ・ 平 安 時 代 頃 と 思わ れる 土器 が 比較 的 多く 出土 し て いる 。 遺 物量 は No. 27 

調査 区 が 多く 、 東 に 行く ほど 少な く な る 傾向 に ある 。 

第 2 節 まとめ 

本 調査 に より 、3 ヶ 所 (AーC 地 点 ) で 遺 棒 また は 遺物 包含 層 を 確認 する こと が で きた 。 出 土 遺 物 か 
ら A 地 点 は 中 世 前 半 と 近世 頃 、B 地 点 は 中 世 前 半 頃 、C 地 点 は 奈良 ・ 平 安 時 代 頃 と 中 近世 頃 の 時 期 を 中 
心 と する 遺跡 が 想定 され る 。 3 

次 

ーー シーラ ーー ーー 、 eu ジー 
3 4 。 。 成 

ルリ 果 

)/ ーママ 1 
ー 7 

4ー7 No.27 3 層 1 
9 (S=1/4) 20cm 2 8…10 No.37 P2 26 P3 

3 No.26 SK4 

図 10 確認 調査 区 出土 遺物 
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区 の 調査 

1・12 写真 図版 3) 

先 の 3 次 調査 (確認 調査 ) 

第 4 章 4 次 調査 の 成果 

本 発掘 調査 を 行っ た 。 調査 は 重機 ・ 人 力 併 用 で 進め て いっ た 。 

1 区 は 、 調 査 地 南部 の 南 池 西 側 に 隣接 する 調査 

14. 82 m を 測る 。 調 査 区 内 の 土 層 堆積 は 、 ベ ー ス と な る 礎 混 明 黄 褐 色 2.5Y6/6 土 (9 

方 向 に むか っ て 降下 し て いき 、 落 込み (SX1) を 形成 する 。 そ れ 以 外 の 遺構 は な い 。 

2. 遺構 と 遺物 

SX1 ( 図 12・13 写真 図版 3 ・8) 

南 池 ( 東 ) ダ 門 へ の 落 六 みみ で ある 。 

が 観察 で きる 。 深 さ 約 1.0 m を 測 

り 、 埋 士 は オリ ー ブ 黄 色 5Y6/4 細 

砂 土 へ 礎 混 黒褐色 2.5Y3/1 土 
(3 7 層 ) の 上 層 と 礎 混 暗 灰 色 

N3/0 粘 細 砂 質 土 (8 層 ) の 下層 に 

大 別 で きる 。 特 に 下層 は 粘性 が 強 | 

く 、 湧 水 が 著 し い 。 

(11 

色 土 器 が あり 、 

遺物 は 須恵 器 

・14 19) ・ 土 師 器 (12・ 

13) ・ 製 塩 土器 (20 一 22) ・ 黒 

11 13 が 上 民 、 

国
 

14ー22 が 下層 か ら の 出土 で ある 。 

11 は 東 播 系 の こね 鉢 で 口 縁 部 

は 直線 的 に 開き 、 端 部 を 上 方 に わ 

ず か に 拡張 する 。 

12 は 皿 で 口 縁 部 が 短く 水平 方 
向 に 開き 、 高 台 は 比較 的 高い 。 

13 は 疾 で 口 縁 端 部 が 内 湾 ぎ み に 

上 方 に の び 、 端 部 を わずか に つま 

みあ げ る 。 

14 は 近 B 蓋 で 

に わずか に 折り 曲 

く 、 和 丸い 。15 は 

縁 端 部 を 下方 ガ 
げ る 。 端 部 は 短 
才 B 身 口 縁 部 で 

端 部 が わずか に 外 反 する 。16 

17 は 近 B の 底部 で 16 の 高台 は や 

区 で ある 。 規模 は 南北 約 6 m、 東 

邊 然 地 形 と 考え られ 、 地 形 に 沿っ て 南東 一 北 

成果 を 受け て 、 地 下 の 遺 跡 が 破壊 され る 部 分 3 ヶ所 (13 区) に つい て 

約 26 mm、 標 高 

層 ) が 東 ( 南 池 ) 

リア 邊 に た が る 状況 

調査 区 設定 図 (本 発掘 調査 )



14.40m 

(S=1/200) 

1. 灰 黄 褐色 10YR5/2 土 6. 礎 混 暗 灰 色 N3/0 砂 質 土 ( の 20cm 以 下 多く 含む ) 
2. 浅 黄 色 2.5Y7/4 粘 極細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 7. 礎 混 黒褐色 2.5Y3/1 土 (の 20cm 以 下 わ ず か に 含む ) 
3. オリ ー ブ 黄 色 5Y6/4 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 8. 條 混 暗 灰色 N3/0 粘 砂 質 土 (る 40cm 以 下 多 く 含む ) 
4. 灰 オ リー ブ 色 5Y6/2 細 砂 質 土 (Fe わずか に 含む ) 9. 礎 混 明 黄 褐 色 2.5Y6/6 土 (の 10cm 以 下部 分 的 に まばら に 含む ) 
5. 礎 混 褐 灰色 10YR4/1 細 砂 質 土 ( る 10cm 以 下 わ ず か に 含む ) 10. 人 混 黄 褐 色 2.5Y5/4 土 (の 20cm 以 下 多 く 含む ) 

Ys34.570. Ys=37.580. 

X=-191.635. 

図 12 1 区 平面 ・ 必 

22 

0 (S=1/4) 20cm 
+ 」 

11 へ 13 _SX1( 上 層 ) 14ー ご 22 SXx1( 下 層 ) 

図 13 1 区 出土 遺物 
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お 芝 閥 ささ へ 。 デ 正 回 夏 き 式 環 みや い 。】 デ e( 幅 司 S 了 表 うわ エ 薄 族 静 や X へ 。 

20 へ 22 は 口 縁 部 で 20・21 の 器 壁 の 厚 さ は 6 一 7m を 測り 、 胎 土 に 粉 殻 を 含む 。 

第 2 節 2 区 の 調査 

1. 概要 ( 図 11・14・15 写真 図版 4 ・5) 

南 池 か ら 中 池 の 間 、 南 北 77 m、 東 西 2.5 上 m の 調査 区 で 、 標 高 13.97 14.05 m を 測る 。 1 a 区 の 調 

査 中 に 遺物 が 比較 的 多く 出土 し た た め 、 農 業 用 水路 を 挟ん で 北側 に 調査 区 を 拡張 し た ( 小 地 区 名 に つい 
て は ー を 付す こと に し た ) 。 ベ ペー ス と な る 黄色 5Y7/6 粘 質 土 (北部 13 層 ) ・ オ リー ブ 灰 色 2.5GY5/1 
細 砂 質 土 (北部 11 層 ) は 0 a 区 の 現代 水路 北側 周辺 か ら 北 (中 池 ) 方 向 に むか っ て 傾斜 し て お り 、 落 
込み (SX 32) が 形成 され る (第 2 遺構 面 ) 。 ま た 落 込み な ある 程度 埋没 し た 段階 で 水田 の 較 畔 (S 

X 40) を 壁面 で 確認 し た (第 1 遺構 面 ) 。 遺 構 は 調査 区 中 央 部 を 中 心 に 奈良 時 代 頃 の 掘 立柱 建物 や 土 

塊 な ど が 分 布 し て いる が 、 柱 穴 以 外 の 遺構 深度 は 約 20 cm 以内 と 比較 的 浅く 、 遺構 の 削 平 が 想定 され る 。 

2. 遺構 と 遺物 

平安 時 代 

SX 40 ( 図 15・21 写真 図版 5 ・11) 

SX 32 の 上 層 で 確認 し た 水田 の 遺構 で ある 。SX ぶ 32 埋 士 上 層 で ある 灰色 N4/0 粘 質 シル ト (6 層 ) ・ 

褐 灰色 10YR4/1 粘 極細 砂 質 土 層 (7 層 ) の 上 面 が 盛り 上 が る 部 分 が 2 ヶ所 壁面 で 認め られ た 。 そ の 直 

上 は 、 洪 水 砂 と 思わ れる 条 混 灰 黄色 2.5Y6/2 砂 (3 層 ) へー 明 黄 褐色 2.5Y6/6 細 砂 (5 層 ) で 覆 わ れる 。 

2 ヶ所 の 盛り 上 が る 部 分 は 水田 の 貴 と 思わ れ 、 基 底部 幅 50 へ 60 cm、 高 さ 約 15 一 20 cm を 測る 。2 ヶ 

所 の 貴 畔 の 間隔 は 内 法 で 10.4 11.0 m を 測る 。 

遺物 は 非常 に 少な い が 、3・4 層 か ら 土 師 器 (82) が 出土 し て いる 。 器 種 は 近 又は 境 の 底部 と 思わ れ 、 

底部 外面 が ヘラ 切り で ある 。 

奈良 時 代 

SB1 ( 図 14・16・18 写真 図版 え 4・5・8) 

規模 は 南北 2 間 (4.26 mm) 以上 で 柱 間 が 2.05 2.2 m と な る 。 柱 穴 の 平面 形 は 椿 円 形 で 、 

辺 約 80 cm、 短 辺 約 50 cm、P 4・16 で 深 さ 約 50 cm を 測る 。P 4 に は 太 さ 約 10 cm の 柱 材 が 残存 

調査 区 中 央 部 に 位置 する 掘 立 柱 建 物 で ある 。 南 北 の 柱 列 の み の 確 認 で 西 ・ 北 側 に 広がる と 思わ れる 。 

P 16 は 胡 

し て いた 。 

P 4-16 を 基準 と し た 方 位 は N 11" W を 示す 。 遺 物 は 須恵 器 (23・24) ・ 製 塩 土 器 (25 一 27) が 出 

土 し て いる 。 

23 は P4 と P 16 出土 の 資料 が 接合 で きた 。 近 B 蓋 の 口 縁 部 で 、 天 井 部 は ほぼ 平ら と な り 端 部 は 短く 

下方 に 折り 曲げ る 。24 は 近 A で 底部 と 体 部 の 境 は 不明 瞭 で 丸く な る 。 

25・26 は 口 縁 部 で 内 湾 し 端 部 は 失 り ぎみ と な る 。27 は P 16 か ら の 出土 で 、 同一 個体 と 考え られ る 口 

縁 部 と 底部 で ある 。 底 部 は 失 り ぎみ の 丸 底 と な る 。 い ずれ も 内 外面 は 指 押え 後 ナ デ で 回 璧 の 厚 さ が 7m 融 

前 後 を 測り 、 胎 土 に 粉 殻 を 含む 。 こ れ ら を 復元 すれ ば 砲弾 形 の 丸 底 IV a 式 に な る と 思わ れる 。 
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SA1 ( 図 14・17・18 写真 図版 4 え ・8) 

調査 区 中 央 部 に 位置 する 棚 列 又は 柱 烈 状 の 遺構 で ある 。 規 模 は 南北 4.4 m で 柱 穴 の 間隔 は 0.83 一 

2.06 m と 不 規則 に な る 。 平 面 用 は 直径 24 一 27 am の 円 形 を な し 、 深 さ 15 一 22 mm を 測る 。P 3 -15 を 

基準 と し た 方 位 は N 9" W を 示す 。 先 の SB 1 に 隣接 する と 共に 平行 する こと か ら 、SB 1 の 足場 穴 に 

な る 可能 性 が ある 。 

部 で 端 部 は や や 内 側 に 折 

遺物 は 須恵 矢 (28) や 製塩 土器 が 出土 し て いる が 、 図 化 で きる も の は 1 点 の み で ある 。 二 蓋 の 口 縁 

有 げ る 。P 3 か ら の 出土 で ある 。 製塩 土 器 は 、P 5 ・6 ・15 か ら も 出土 し 

て お り 、SB 1 から 出土 し て いる も の と 同じ 丸 底 V a 式 体 部 の 資料 と 思わ れる 。 

SK20 ( 図 14・18 写真 図版 5 ・8) 

調査 区 中 部 3aー4 a 区 に 位置 する 土 折 で 西側 に 続く 。 最 大 幅 72 m、 深 さ 10 一 18 cm を 測る 。 遺 

物 は 製塩 土器 (29・30) が 出土 し て いる 。 晶 縁 部 で 端 部 が 失 り ぎみ と な り 、 宮 避 は 29 が 6 融 、30 が 

5 器 を 測り 、 胎 土 に 粉 殻 を 含む 。 丸 底 V a 式 口 縁 部 の 資料 と 思わ れる 

その 他 に 製塩 土器 が 出土 し て いる 遺構 に P 9 ・17・19・22、SK 13・23、SD 25 が あり 、 埋 土 の 色 

SX32 ( 図 

さ は 深い 部 分 で 45 mm を 測る 。 埋 

調 な どか ら SK 20 と 同時 期 の 遺構 と 

15・19・20 写真 図版 4 え ・5・ 

思わ れる 。 

8 10) 

調査 区 北 半 部 SB 1 の 北側 で 確認 し た 中 池 ( 北 ) 方 向 へ の 落 込 み で ある 。 落 込み 内 は 凹凸 が あり 、 深 

土 は 、 上 層 が 灰色 N4/0 粘 質 シル ト ・ 褐 灰色 10YR4/1 粘 極細 砂 質 土 (6・ 

7 層 ) 、 中 層 が 黒色 5Y3/1 オリ ー ブ 粘 質 シ ルト (8 層 ) 、 下 層 が 暗 灰 色 N3/0 粘 質 シ ルト (9 層 ) の 3 

土器 (67 

の び ぴ び て 端 部 が 外側 に 屈 

57 は 境 の 

層 に 大 別 で きる 。 遺 物 は 比較 的 多く 、 須 恵 器 (33 56・71 一 74) ・ 土 師 器 (57 へ 66・75) ・ 製 塩 

70) ・ 羽 日 (76・77) が 出土 し て いる 。 

33 一 35・38 へ 40・71 は 近 B の 蓋 で ある 。33 は 口 縁 端 部 が S 字 状 に 屈曲 する 。7 層 (上 層 ) か ら 

の 出土 で ある 。38 は 天井 部 が 笠 形 で 器 高 が 高く 、 つ まみ は 扇 平 で 中 央 が 維 む 。37 は 才 H の 蓋 で 口 縁 部 

が 緩やか に 開き 、 端 部 が 丸い 。41 47・72 は 近 B 身 で ある 。41 へ 43・72 の 口 縁 部 は 外側 に 開き 、 

器 壁 が 比較 的 厚い 。44 の 口 縁 部 は 上 方 に の びる 。72 の 高台 は 端 部 が 外側 に 膨 ら な 。48・49 は 近 ん で 

底部 と 体 部 の 境 は や や 丸み を お びる 。50 は 口 縁 部 で 短く 「 く 」 の 宇 状 に 屈曲 し て 、 斜 め 上 方 に 開く 。 

端 部 が 左右 に わずか に ふく らむ お 。 横 瓶 の 口 縁 部 の 可能 性 が ある 。51 は 朋 の 体 部 で 肩 部 は 丸く 、 中 央 部 

に 鶴 孔 な ある 。36・52 へ 55・73・74 は 長 頸 夫 で 52 が ロ 縁 部 、53 が ロロ 縁 頸 部 、54・73 が 体 部 、 

36・55・74 は 底部 で ある 。 最低 3 個体 分 は ある と 思わ れる 。52・53 口 縁 部 の 中 央 と 54 体 部 と 肩 部 の 

境 に 凹 線 が 一 条 巡 る 。54 の 肩 部 は 丸み が ある が 、73 は 筐 を 持つ 。56 は 横 瓶 で ある 。 品 縁 部 は 上 方 に 

する 。 肩 部 は わずか に 租 を 持ち 体 部 の 内 外面 は 縦 方 向 の ナ デ が 施さ れる 。 

口 縁 部 で 底部 か ら 丸 く 上 方 に の び て 端 部 が 丸い 。 口 縁 部 の 内 ・ 外 面 に ヘラ ミガキ 、 体 部 外 

は ヘラ 削り が 施さ れる 。58 は 才 の 口 縁 部 で 内 湾 し な が ら 立 ち 上 が り 、 端 部 は 内 側が 肥厚 する 。59 は 

皿 で 口 縁 部 は 丸く 斜め に 開く 。 口 縁 端 部 は 丸く 、 内 面 は 沈 線 状 に 窪 む 。58・59 は 比較 的 細か な 胎土 で 

ある 。60 へ 64・75 は 橋 の 口 縁 部 で ある 。60・61・75 の 端 部 は 丸く 、62・63 は 面 を 持ち 、64 は 短く 

外 反 する 。61 の 体 部 外面 は 横 方 向 の タタキ 後 ハ ケ が 施さ れる 。64 は 3 器 以 下 の 砂 粒 を 多く 含む 。65・ 

66 は 移動 式 の 電 で ある 。65 は 底 部 分 、66 は 側面 部 分 と 思わ れ 、 誠 は 長 さ 約 9 am で 斜め 上 方 に の びる 。 

67・68 は 部 、69・70 は 底部 で ある 。 縁 端 部 は 面 を 持つ 67 と 失 り ぎみ の 68 が ある 。 底部 は 

失 り ぎみ の 丸 底 で いずれ も 内 外面 は 指 押 え 後 ナ デ 。 口 縁 部 の 器 壁 の 厚 さ は 6 一 7 を 測り 、 胎 土 に 粉 殻 
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を 含む 。 

76・77 は 策 の 羽 口 で ある 。76 は 最大 幅 

は ガラ ス 質 に な る 。 

縄文 時 代 

P 29・30 ( 図 14・18 写真 図版 8 ・11) 

7 cm、 断 面 形 が 椿 ] 形 を な す 。 二 次 焼成 を 受け て お り 、 両 敵 

調査 区 中 央 部 4 a 区 に 位置 する 小穴 で ある 。 遺 物 が 少な く 小片 で ある た め 、 奈 良 時 代 の 遺構 の 可能 性 

も ある が 、 周 辺 の 調査 で 縄文 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる た め 、 縄 文 時 代 の 遺構 の 可能 性 が 高い と 思わ れ 

る 。 規模 は P 29 が 直径 6 9cm、 深 さ 4cm、P 30 が 直径 10 cm、 深 さ 6cm の 遺構 で ある 。SK 1 や P 

24 も 縄文 時 代 の 遺構 と 思わ れる 。 

遺物 は P 29 か ら は 石器 (32) 、P 30 か ら は 縄文 土器 (31) が 出土 し て いる 。32 は サ ヌ カ イト 製 の 

凹 基 式 石 鱗 で 先端 部 が 欠損 する 。31 は 体 部 片 で 外面 に 沈 線 で 

遺物 包含 層 出 土 遺物 ( 図 21 写真 図版 11) 

遺物 包含 層 か ら は 縄文 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 、 

拡張 する 。79 は 小皿 、80 は 塊 の 底部 で 小さ な 高台 が 付く 。 

は ヘラ 切り で 81 は や ざ 平 高台 ぎみ と な る 。 

奈良 時 代 の 遺物 に は 、 和 須恵 器 (83 88) ・ 土 師 器 Ge 

は 近 B 蓋 の 口 縁 部 、85 は 身 の 口 縁 部 、86・87 は 底部 で ある 。988 は 底 径 が 5.1 cm と 小さ いこ と か ら 、 

小形 の 器 種 に な る 可能 性 が ある 。89 は 末 の 口 縁 部 で 端 部 は 画 

円 弧状 の 文様 が 施さ れる 。 

世 の 遺 物 が 出土 し て いる 。 

世 の 遺 物 に は 、 須 恵 器 (78) や 瓦 器 (79・80) が ある 。78 は 東 播 系 こね 鉢 口 縁 部 で 端 部 を 上 下 に 

平安 時 代 の 遺物 に は 、 須 上 恵 器 (81) と 土師 器 (82) の 近 A 又 は 塊 と 思わ れる 底部 が ある 。 底 部 外面 

・ 製 塩 土器 (90 93) が ある 。83・84 

を 持ち 中 央 が わずか に 維 む 。 内 面 は 横 方 

向 の ハケ で ある 。 製 塩 土 器 に は 器 壁 が 1cm と や や 厚い も の 90 と 6ー8mm と 薄い も の 91 へ 93 が あり 、 
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いずれ も 胎土 に 粉 柄 を 含む 。 

縄文 時 代 と 思わ れる 遺物 に は 、 石 器 (94・95) が ある 。 い ずれ も サ ヌ カ イト 製 の 凹 基 式 石 鉄 で 94 は 

第 3 人 節 3 区 の 調査 

1. 概要 ( 図 11・22 写真 図版 6 ・7) 

中 池 の 北 側 に 位置 する 幅 2.5 3.0 m の 逆 L 字 状 の 調査 区 で 標高 13.52 13.63 m を 測る 。 本 地区 

の ベー ス は 、 灰 オリ ー ブ 色 7. 5Y6/2 細 砂 (13 層 ) へ 礎 混 オリ ー ブ 黒 色 7.5Y3/2 砂 (14 層 ) で 、 ほ ぼ 水 

平 に 堆積 する 。 遺構 分 布 は 少な い 傾 向 に ある が 、 調査 区 中 央 部 の 6 a 9 a 区 を 中 心 に 掘 立柱 建物 2 棟 ・ 

柱 列 ・ 土 塊 ・ 溝 ・ 小 穴 を 確認 し た 。 

2. 遺構 と 遺物 

中 世 

SB1 ( 図 22・24・27 写真 図版 7 ・11) 

調査 区 中 央 部 に 位置 する 掘 立柱 建物 で ある 。 規 模 は 全体 が 把握 で き な い が 、 南 北 2 間 ( 約 3.9 m) 

以上 、 東 西 3 間 (5.05 m) 以上 で 柱 間 は 1.15 2.08 m を 測る 。 西 側 1 間 分 の 柱 問 は 1. 15 m と 短い 。 

P 21-30 を 基準 と し た 方 位 は N 6" E を 示す 。P 21 が SK 19 に 切ら れる 。 

遺物 は 土師 器 (96) ・ 所 器 (97) が 出土 し て いる 。 96 は 皿 の 底部 と 思わ れ 、 外面 は 回 転 糸 切り で ある 。 

97 は 塊 で 口 縁 部 内 面 が 横 方 向 の ミガキ 、 体 部 外面 に は 指 オ サエ が 残る 。 

SK 19 ( 図 22・23・27 写真 図版 7 ・11) 

調査 区 中 央 部 6 a 一 7 a 区 に 位置 する 土 有 玉 で 、S B 1 の P 21 を 切る 。 

規模 は 1 辺 58 cm、 深 さ 12 cm で 歪ん だ 方 形 を な す 。SK 17 も 埋 士 か ら 

同時 期 の 遺構 と 考え られ る 。 。 も 

遺物 は 瓦 器 (102) が 1 点 出土 し て いる 。 完 形 の 小皿 で 内 面 は へ ラミ 

ガキ 、 底 部 外面 は 指 オ サエ で ある 。 

SK35 ( 図 22・27 写真 図版 11) 。 < 

調査 区 中 央 部 8aー9 a 区 に 位置 する 土 考 で 北側 に の びる 。 規模 は 幅 

2.5m、 深 さ 5ー9cm を 測る 。 遺物 は 平安 時 代 の 須恵 器 (101) に 混じっ 

て 、 中 世 の 上 器 (100) が 出土 し た 。100 は 塊 の 口 縁 部 で 体 部 外面 に は 
1. 灰白色 2.5Y7/1 砂 質 土 

0 (S=1725) 1m 

指 オ サエ が 残る 。101 は 底部 で 外面 回 転 ヘ ラ 切 り で ある 。 | | | | | 

SD9 ( 図 22・27 写真 図版 7 ・11) 図 23 3 区 SK 19 

調査 区 東部 3aー4 a 区 に 位置 する 南北 方 向 の 溝 で ある 。 規 模 は 幅 平面 ・ 層 序 ・ 断 面 図 

0.45 1.0m、 深 さ 17 ご 21 cm で ある 。 遺物 は 瓦 串 (98) が 出土 し て いる 。 塊 の 口 縁 部 で 、 体 部 外面 

に は 指 オ サエ が 残る 。 

SD 24 ( 図 22・25・27 _ 写真 図版 1D) 

調査 区 中 央 部 6 a 8 a 区 に 位置 する 東西 方 向 の 溝 状 の 遺構 で ある 。 乱 れ た 形状 で 幅 は 一 定 で な く 、 

広い 部 分 で 約 1.0 mm、 深 さ 約 7 cm と 非常 に 浅い 。 平 安 時 代 の SK 50 を 削 平 し て いる と 考え られ る 。 

23 

普
 導
 G 
写
 虎
 以
 5



Eo ママ 

2.03m 

u
b
0
 く 

E
o
 

な
 

E
o
 

3 2 1780) (S 
5.03m 

1. 黒褐色 2.5Y3/1 細 砂 質 土 

図 24 3 区 SB 1 平面 ・ 層 序 ・ 断 面 図 

1. 黒褐色 2.5Y3/1 細 砂 質 土 SD24 

Cc 

4
 次
 調
査
 の 成

果
 

5m 1/100) (の 

図 25 3 区 SD 24・SK50 平面 ・ 層 序 ・ 断 面 図 

2m 1780) 

の
 

| 
1 

| 
| 

| 
-
m
 

| 
e
S
B
 

| 
| 

| 
の
 

同
 

日 
日 

|
 

| 

引 
6
 
(
よ
み
 
m
s
 

ロ
ペ
 

{ 
は 

| 
| 

m 
| 

- 
ぬ
 8 

M
 

| 
キ
ー
 

に
 

ーー 
「 

1
 

| | 
- 

0
 

【 
日 

2
 

に
 

| 
| 

5
 

| 
ソー 

回 
ラ
ー
  
-
 

ミ
ニ
 

し
 

ぴ
っ
 

。 
E
o
 

、 
中 

3
 

1
 

き
 

の
 

13.40m 

1. 黒褐色 2.5Y3/1 細 砂 質 土 
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・SA 1 平面 ・ 層 序 図 図 26 3 区 SB2 
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遺物 は 土師 器 (104・105) ・ 黒 色 土 器 (106) な ど 平 安 時 代 の 土器 に 混 し っ て 瓦 器 (107) が 出土 し 

て いる 。104・105 は 底部 で いずれ も 外面 は ヘラ 切り で 前 者 は 平 高 台 と な る 。106 は 内 黒 の 塊 底 部 で や 

や 高め の 高台 が 付く 。107 は 塊 の 体 部 と 思わ れ 、 外 面 に は 指 オ サエ が 残る 。 

P31 ( 図 22・27 写真 図版 11) 

dd
 

46 ( 図 22・27 _ 写真 図版 11D) 

平安 時 代 

SB2・SA1 ( 図 22・26・27 写真 図版 11) 

2.11 m) 以上 、 東 西 2 間 (3.513.53 m) を 測る 。 柱 間 は 1.55 一 2.11 m で 

ミキ ョ キン ミ ョ ー ニ 
97 

100 

ププ IM 

\ VV / ピン ジン 
116 117 

| eo 

97 

98 
121 99 

0 (eu ご 20cm 100・101 

図 27 3 区 出土 遺物 
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118 

SB1(P22) 
SB1(P27) 
SD9 
P46 

SK35 

SK19 

思わ れる 。 

回 転 糸 切り で ある 。 

調査 区 中 央 部 7aー8a 区 SD 24 の 南 に 位置 する 小穴 で ある 。 規 模 は 長 辺 42 cm、 短 辺 34 cm、 深 さ 

7 cm を 測る 。 遺 物 は 土師 器 (103) が 出土 し て いる 。 中 世 の 皿 の 底部 と . 

調査 区 西部 14 a 区 に 位置 する 小穴 で ある 。 規 模 は 長 辺 54 em、 短 辺 47 cm、 深 さ 25 cm を 測る 。 

遺物 は 須恵 器 (99) が 出土 し て いる 。 塊 又は 皿 の 底部 で 外面 は 

調査 区 中 央 部 に 位置 する 掘 立柱 建物 で 、 南 北方 向 に 広がる 可能 性 が ある 。 規 模 は 南北 1 間 (1.94 

ミ 側 の 柱 問 は 西側 より 

P31 

SD24 

SB2(P36) 

SB2(P33) 

SK50 

遺物 包含 層 

酒
 江

 較
 

吾
 窟 ム
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若干 短い 。P 40-52 を 基準 と し た 方 位 は N 6”" E を 示す が 、 建 物 自 体 の 歪み の た め 方 位 は 南北 方 向 に 

近い 。 建 物 西側 に は 30 40 cm 苺 れ て SA1 が あり 、 付 

遺物 は 柱 穴 か ら 土 師 療 

転 ヘ ラ 切 り で ある 。 

SK 50 ( 図 22・25・27 

調査 区 中 央 部 SD 24 の 下 

写真 図版 7 ・11D 

層 で 確認 し た 土塊 で 、SB 2 (建物 ) の 約 1 m 東 に 位置 する 。 深 さ 約 14 cm 

を 測り 、SD 24 より 一 段 栄 く な る 。 

遺物 は 土師 器 (110・111・113) ・ 黒 色 土 器 (112) が 出土 し て いる 。110 は 』 

属 施 設 の 可能 性 

108・109) が 出土 し て いる 。 い ずれ も 近 又 は 塊 と 思わ れる 底部 で 外 画 

が 高い 。 

は 回 

で 口 縁 部 は 短く 斜め 

上 方 に の び 、 端 部 は 丸く わずか に 外側 に 膨 ら な 。111 は 底部 で 平 高 台 と な る 。 い ずれ も 底部 外面 は ヘラ 

切り で ある 。112 は 内 黒 の 塊 底 部 で 断面 三角 形 の 高台 が 付く 。113 は 羽 釜 の 

は 縦 方 向 の ハケ で ある 。 近 に 付く 。 体 部 外 

遺物 包含 層 出 土 遺物 ( 図 27 写真 図版 11) 

調査 区 中 央 部 の 4 層 を 中 心 に 平安 時 代 一 中 世 の 遺 物 が H 

中 世 の 遺 物 に は 、 土 師 器 (114) ・ 瓦 器 

斜め 上 方 に 開き 、 端 部 が 丸い 。115 は 塊 の 

小さ な 高台 が 付く 。118 は 碗 の 

平安 時 代 の 遺物 に は 、 須 

115 へ 11 カ 

ロロ 
ニー レー 

日 縁 部 で 端 部 が 失 り 、 内 外面 の 色調 は 灰白色 を な す 。 

恵 器 (119) 、 黒 色 土 器 (120) 、 土 師 器 (121) が ある 。119 は 

縁 部 で 短め の 鑑 が 端 部 付 

ト 上 し て いる 。 

ヨ 磁 (118) が ある 。114 は 和 皿 の 口 縁 部 で 

縁 部 、116・117 は 境 の 底部 で ある 。 底 部 は 断面 三角 形 の 

底部 で 外面 

は ヘラ 切り で ある 。120 は 内 黒 の 塊 底 部 で 断面 三角 形 の 輪 高台 が 付く 。121 は 羽 釜 の 口 縁 部 で 短め の 匂 

が 端 部 付近 に 付き 、 端 部 の 内 側が 失 る 。 
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に 
(| 

と が 特徴 と し て あげ られ る 。 そ の に 
ヘー 

われ る 。 

0 

ビビ 
日 

縄文 時 代 後期 頃 の 遺物 と 』 7 

と に する 

2 区 で P 24・29・30 や SK 1 を 確認 し て いる 。 遺物 は 小 庁 で ある が 縄文 

に 

図 28 奈良 時 代 の 遺構 想定 範囲 

文 時 代 に 求め られ る 。 

"奈良 時 代 の 遺構 想定 範 国 

ME 
ミニ ロー 
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と に 見 て いく 
に っ 
ヘー 

ヽ 

遺跡 の 始ま り は 

S 

ヽ 
で 

1 

ヽ 

期 

・2 区 で 遺構 ・ 遺 物 が 確認 で き 

ヽ 

Oo 

本 遺跡 の 中 心 と な る 時 

文 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 の 遺 構 や 遺物 を 確認 する 

た め 全 容 を 把握 で き て いな い が 、 時 代 

遺物 の 中 に 円 

押 礁 18 が 含ま れる の が 注意 され 

る 

隣接 し て SX 1 

20・21・23、 S 

り 奈 良 時 代 頃 の 遺物 

ょ 非常 に 少な く ( 

で は 2 区 の SB 1 北側 で 確 

認 し た SX 32 か ら 出 土 し た 遺物 

2 区 で は SB 1 の 他 SA1 

1 区 で は 南 池 に 

を 確認 し た 。 遺 物 は あま り 多 く な 

X 32、SK 13 

喝 文 時 代 

土器 31 や 石 鱗 32 が 出土 し て お り 

ーー 
トー 一 

を 中 心 に 見 て いき た いと 思う 。 出 土 遺物 に は 、 和 須恵 器 ・ 土 師 器 ・ 製 塩 土器 な ど が あり 、 建 物 周 辺 で 使用 

され た も の が 廃棄 され た と 考え られ る 。 さ ら に 器 種 が 比較 的 豊富 な 

本 調査 に より 、 

時 代 の 遺構 と 考え られ る 
3 次 調査 の 成果 を 参考 に する と 南 ・ 
池 北 西側 に 遺構 の 広がり が 起 定 、 

も 考慮 に いれ る 必要 が ある 。。 。 
SB1 と SX32 を 除い た 遺構 か 

ら の 遺物 が 全体 的 に 少な いた め 
に 、 す べ て の 詳細 な 年 代 は 今後 の 

立 

リ 

0 

o 

] 

た 

D 25、P 9・17・19・22 な ど が 奈 

課題 で ある が 、 奈 良 時 代 の 中 で も ミー 
前 半期 が 中 心 に な る と 思わ れる 。 

土器 が 出土 する 地区 が あり 。,, 、 

第 2 人 節 奈良 時 代 

い が 、 下 層 

が 出土 し て いる 。 

第 1 人 節 



中 か ら 須 恵 器 を 中 心 に 島内 外 の 遺跡 と 比較 し て いき た い 。 

島内 各 遺 跡 の 供 膳 具 の 法 量 や 法 量 の 変化 は 表 2 ・ 図 29 の 通り で ある 。。 。 才 B 蓋 38 は 、 口径 16. 4 cm、 

器 高 3.7 mm で 、 天 井 部 が 笠 形 で 回 転 ヘ ラ 削 り が 施さ れる 。 径 口 指 数 が 22.56 と 比較 的 高い 。 島 内 の 他 

の 遺跡 と 比較 し て みる と 、 品 径 か ら 大 (18 cm 前 後 ) 、 中 (1416 cm 前 後 ) 、 小 (12 一 14cm) の 3 種 

類 に 分 類 が 可能 で 、 本 資料 は 口径 16 am 前 後 の 中 型 に 属す る 資料 と 思わ れる 。 島 内 の 遺跡 の 法 量 分 布 区 

な どか ら は 明瞭 で は な い が 、 平 城 京 ( 宮 ) な ど 都 城 周辺 や 播磨 地域 の 窯 跡 。 出土 資料 を 参考 に す 

れ ば 、 時 期 が 新しく な る に つれ 器 高 が 低く な る 傾向 が ある ( 図 30) 。 他 の 40・71 の 口 縁 端 部 は 平ら 

で わずか に 維 む 程度 で あり 、 新 宮 窯 跡 (洲本 市 ) や 奥 の 池 窯 跡 (洲本 市 ) の S 字 状 の 口 縁 端 部 より も 志 

筑 廃寺 (淡路 市 ) SX 4204 平城 1 期 の 資料 に 近い 。 

了 B 身 は 、 今 後 細分 も 視野 に いれ な けれ ば な ら な い が 、 折 B 蓋 同様 島内 の 資料 か ら 、 口 径 より 大 

(17 cm 前 後 ) 、 中 (12 一 15cm) 、 小 (10 cm 前 後 ) の 3 種類 程度 に 分 類 で き 、44 は 小型 、41・42・ 

43・72 は 中 型 に 属す る 資料 と 思わ れ 、 口 縁 部 は や や 開き ぎみ に 立ち 上 が る 。44 は 口 縁 部 の 傾き が 少な 

く や や 箱 形 を な す 。 調 整 技 法 に つい て は 、 底 部 外面 の 回 転 ヘ ラ 切 り が ナ デ 消 され て お り 、 全 体 的 に 器 壁 

が 厚い 。 内 の 遺跡 で は 資料 数 が 少な く 分 か り に くい が 、 先 の 島 外 の 資料 で は 口 縁 部 が や や 開き ぎみ で 

あっ た も の が 、 平 城 革 ・ 四 期 に か け て 傾き が 少な く な り 箱 形 を 呈す る よう に な り 、 そ の 後 再び 口 縁 部 の 

傾き が 大 きく 、 器 高 が 低く な る 傾向 な ある 。 一 方 奈良 時 代 後半 の 播磨 地域 の 窯 跡 で ある 投 和 松 6 号 窯 ・ 中 

谷 1 号 窯 (加古 川 市 ) の 径 高 指数 は 高く 、 地 域 性 が 反映 され た 結果 と 考え られ る 。』。 。 口 縁 部 の 傾き を 

示す 外 傾 係数 は 中 層 資 料 の 平均 値 が 2.37、 下 層 資 料 が 2.21 と な り 、 平 城 生 ・ 相 期 や 中 谷 4 号 窯 に 近い 

値 を 示す ( 図 30) 。 

近 A 48 は 、 品 径 14.0 cm、 器 高 3.6 cm、 底 径 9.7 mm と な る 。 都城 周辺 や 播磨 地域 の 窯 跡 資料 を 参考 

に すれ ば 、 基 本 的 に 年 代 が 新しく な る に つれ 妖 高 が 低く 口 縁 部 の 傾き が 大 きく な り 、 底 部 か ら 体 部 の 立 

ち 上 が り が 丸い も の か ら 直 線 的 な も ゃ の へ の 変化 が 想定 され る 。 近 A 48 は 、 第 高 指 数 25.71、 外 傾 係数 

1.67 で 角 床 窯 基 や 奥 の 池 窯 拓 の 数 値 に 近い も の の 底部 か ら 体 部 が や や 丸み が あり 、 志 筑 廃寺 と 角 床 

窯 跡 革 の 間 に 位 置 す る と 思わ れる 。 

これ ら 遺 物 の 特徴 か ら 2 区 SX 32 の 中 層 資 料 に つい て 、 現 段階 で は 8 世紀 第 2 四半期 (平城 四 期 ) 

頃 を 下限 に する と 思わ れる 。 ま た 下層 の 二 B 身 72 は や や 高め の 高台 が 内 側 に 付く こと か ら 、 わ ず か に 

先行 し 、2 区 SB 1 を 含め て 平城 1 ー 期 頃 の 時 期 が 想定 され る 。 建 物 廃絶 後に SX 32 内 に 遺物 の 廃 

乗 が 行わ れ 、 上 層 か ら 出 土 し た 須恵 器 二 蓋 33 か ら 奈 良 時 代 の 未 に か け て 埋没 が 進み 、 浅い 谷地 形 と な っ 

て いた と 考え られ る 。 

さら に 本 遺跡 で 、 特 徴 的 な 遺物 に 製塩 土器 を あげ る こと が で きる 。 完 形 に 復元 で きる も の は な い が 、 

2 区 SB 1 か ら 出 土 し た 製塩 土器 27 な ど を 参考 に すれ ば 、 口 径 約 14 一 20 mm、 口 縁 部 が や や 内 湾 し 底 

部 が 失 底 ぎみ と な る 砲弾 形 に 復元 され 、 淡 路 島 の 土器 編 年 で は 丸 底 V 式 』,) に 位置 付け され よう 。 た だ 

し 、 器 璧 が 約 1 em 以 下 と 比較 的 薄く 、 胎 土 に 粉 殻 を 含む の が 特徴 で 、 谷 町 筋 遺 跡 ( 志 知 鯨 ) 』。 ・ 後 山 

遺跡 ( 松 帆 西 路 ) 』。 ・ 淡 路 国分 寺跡 (八木 国分 ) mu な どか ら 出 土 し て いる 紀 璧 が 約 1 am 以 上 の も の 

と は 細分 が 可能 で あろ う 。 こ こ で は 前 者 の 器 璧 が 薄い も の を 丸 底 iV a 式 、 後 者 の 器 壁 が 厚い も の を Vb 

式 と する 。 大野 遺跡 の 対岸 に ある 岸 ノ 上 遺跡 3 区 か ら 、 器 壁 が 薄い IV a 式 と 同様 な 製塩 土器 が や や ま と 

まっ て 出土 し て いる s。j ゅ 。 年 代 的 に は 大 野 遺 跡 と 同時 期 の 奈良 時 代 前 半期 頃 を 中 心 に し て お り 、 胎 土 に 

粉 殻 を 含む も の は 山路 川 や 大 日 川中 流域 に 多く 、 地域 的 な まとまり が 認め られ 、 今後 の 検討 課題 と いえ る 。 

NO



出土 地点 

区 | 遺構 ・ ゴ 
SX4204 

ロ 縁 端 部 S 字 状 

底部 外面 未 調整 
| 十 | 

ロ 縁 端 部 S 字 状 

日 縁 端 部 S 字 状 

底部 へ 体 部 外面 ヘラ 削り 

表 2 奈良 時 代 の 須恵 器 の 法 量 (淡路 島内 ) 

第 3 節 平安 時 代 

1 

底部 外面 が 

平安 時 代 は 1 3 区 で 遺構 又は 遺物 を 確認 し た 。 

区 で は 、SX 1 の 上 層 か ら 

ロ
 

世 の 遺 物 に 混じっ て 

れ て お り 、10 世紀 頃 の 年 代 が 与え られ て いる s』』 ぃ > 。 

2 区 で は 水田 に 関連 する と 思わ れる 貴 剛 (SX 40) を 断面 で 確認 し て いる 。 中 池 南 側 は 、 奈 良 時 代 

末 以 降 、 埋 没 が 進ん だ 谷地 形 が 広がる こと か ら 自 然 地形 を 利用 し て 水田 が 営ま れ て いた も の と 推測 され 

る 。 出 土 遺物 が 少な く 時 期 決 定 が 

切り と 思わ れる た め 、10 世紀 頃 に 洪水 で 

F 安 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 土 師 器 皿 12 の 

転 ヘ ラ 切 り で 、 高 台 が や や 高い の が 特徴 で ある 。 同 様 な 資料 が 徳島 市 内 の 遺跡 で も 確認 さ 
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困難 で ある が 、 水田 を 覆う 土 層 か ら 出 土 し た 土師 器 82 の 底部 が ヘラ 

埋没 し た と 想定 され る 。 
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し た 。 調査 区 幅 が 狭い た め 詳 細 は 不明 で ある が 、 SB 2・ 語 丸 hi 3 区 で は 、 掘 立柱 建物 1 棟 や 土居 な ど を 確 

SA1 と SK 50 が 該当 し 、 関 連 す る 遺構 と 思わ れる 。 

土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 黒 色 土 器 が ある が 、 遺 存 状態 が 良好 な も の は 少 

・ 須 恵 器 は 控 和 人 また は 境 と 思わ れる 底部 の 資料 が 中 心 で 、 底 部 外面 は いずれ も 回 転 ヘ へ ラ 切 

ヽ 遺物 は 、3 区 か ら の 出土 量 が 多く 

な い 。 土 師 器 

111 が ある 。 高台 と な る 104・ 

り で ある 。 須 上 恵 器 に は 奈良 時 代 以降 の 近 B 蓋 や 身 が 認め られ な い 。 土 師 器 に は 器 高 の 低い 皿 110 を 含 

み 、 底 部 は | 
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中 谷 1 号 窯 
(平城 V ・ WI) 

投 松 6 号 窯 
(平城 V・WJ) 

中 谷 4 号 窯 
(平城 還 ) 

白沢 3 号 窯 
(平城 1) 

平城 還 平城 MV 平城 V _ 平城 WW 平城 I 

時 期 
ー ム 一 径 高 指数 

近 B 蓋 (都城 周辺 ) 近 B 蓋 (播磨 地域 ) 

|o| 外 傾 係数 

近 B 身 (播磨 地域 ) 

投 松 6 号 窯 
(平城 V・W) 

中 谷 4 号 窯 
(平城 四 ) 

白沢 3 号 窯 
(平城 1) 

平城 W 平城 V 

lo| 外 傾 係数 

平城 V 

期 

平城 T 平城 四 

時 
ー ム 一 径 高 指数 

平城 

近 B 身 (都城 周辺 ) 

1.5 10.0 

中 谷 1 号 窯 
(平城 V・VWI) 

中 谷 4 号 窯 投 松 6 号 窯 
(平城 四 ) (平城 V・WI) 

白沢 3 号 窯 
(平城 1) 

時 期 
|o| 外 傾 係数 | | 人 径 高 指数 

lo| 外 傾 係 数 

近 A( 都 城 周 辺 ) 近 A( 播 磨 地 域 ) 

図 30 須恵 器 の 径 高 指 数 ・ 外 傾 係数 の 変化 (都城 周辺 と 播磨 地域 ) 

煮 炊 き 具 113・121 は 、 口 縁 部 外面 上 方 に 短め の に 角 が 付く 羽 釜 タイ プ で 、 摂 津 C 型 羽 釜 に 分 類 さ れ 

る 。 摂津 地域 で は 10 世紀 に 出現 し 、11 世紀 中 に は 姿 を 消す と され る 許 13) o 

・120 は 、 す べ て 内 黒 で 輪 高台 を 貼り 付け た タイ プ で 、 畿 内 系 四 類 に 分 類 さ れる 
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以上 出土 遺物 の 特徴 か ら SB2・SA1 と SK 50 の 遺構 は 、10 世紀 頃 を 中 心 と する 時 期 を 考え て お 

きた い 。



第 4 人 節 中 世 

中 世 は 1 区 と 3 区 で 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 
1 区 は SX 1 の 上 層 よ り 須 恵 器 こ ね 鉢 1 が 出土 し て いる こと か ら 、 中 世に は 埋没 が 進み 窪地 状 を な し 

て いた も の と 思わ れる 。 
こね わ 鉢 11 は 東 播 系 に 分 類 さ れる も の で 、 口 縁 部 の 外 反 が 弱く 、 端 部 の 肥厚 が 少な い 特徴 を 持つ B 1 - 
H 類 に 分 類 さ れ 』。 、 時 期 的 に は 12 世紀 末 13 世紀 初頭 に 位置 付け され る 。 口 縁 部 が 水平 に 開き 、 高 
台 が 高い 特徴 を 持つ 土師 器 皿 12 に つい て も 同じ 時 期 と 考え られ る 。 

3 区 で は 、 掘 立柱 建物 1 棟 や 土塊 ・ 溝 な ど を 確認 し た 。 す べ て の 遺構 の 時 期 は 明確 に で き な い が 、 最 
低 2 時期 は 想定 され る 。 遺構 の 切り 合い や 埋 士 か ら SB 1、SD 9・24、P 31、SK 35 (IT 期 ) つ S 
K 17・19 (II 期 ) へ の 変化 が お える 。 前 者 (I 期 ) の 遺構 の 内 SD 24 が SB 1 の 内 部 に 入り 込む 形 で 

位置 する こと か ら 、 前 後 関係 が ある と 思わ れる が 、 切 り 合い は 確認 で きず 、 詳 細 は 今後 の 調査 課題 と し 
た い 。 
遺物 は 、3 区 か ら の 出土 量 が 多く 、 土 師 器 ・ 瓦 器 ・ 須 恵 器 な ど が ある が 、 遺 存 状況 が 良好 な も の は 少 

な い 。 
瓦 器 に は 、 塊 と 小皿 が あり 、 い ずれ も 和泉 型 に 分 類 さ れる と 考え られ る 。 遺 構 か ら 出 土 し た 塊 97・ 

98・100 は 、 口 径 が 13.7 cm、13.0 em、13.2 am に 復元 で き 、 内 面 の ヘラ ミガキ は 摩 滅 の た め に 観察 で 
き な い 。 遺 物 包 含 居 か ら 出 土 し た 底部 116・117 に は 、 断 面 逆 三角 形 の や や 退化 し た 高台 が 付き 、V 
1 期 頃 と 思わ れる 。,。 。 
土師 器 ・ 須 恵 器 に つい て は 、 わ ず か に 出土 し て いる が 、 全 体 の 形状 が 復元 で きる も の は な く 、 調 整 が 
わか る 96・99 は 底部 外面 回 転 糸 切り で ある 。 口 縁 部 が 残る 114 は 端 部 が 丸い 。 時 期 的 に は 瓦 器 と 同様 
な 時 期 に 属す る と 思わ れる 。 
輸入 陶磁 器 に は 、 遺 物 包含 層 か ら 出 土 し た 碗 118 が あり 、12 世紀 後半 に 増加 する 白磁 棋 VML 2 類 に 分 
類 さ れる と 思わ れる 。 
以上 遺物 の 特徴 か ら 、3 区 中 世 の 遺 構 に つい て は 、13 世紀 中 頃 … 後 半 を 中 心 と する 時 期 で 、1T 期 か 
ら 期 へ の 変遷 が あっ た と 思わ れる 。 

|
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庫 ( ロ 薄 再 ) 

(底部 ) 

特徴 ・ 技 法 

ロ 縁 端 部 丸い 。 

(⑪.3) 。 摩 滅 の た め 調 整 不明 。 

丸 底 IV 式 ( 口 縁 部 ) ーー 
(3.2) 厚 さ 1.1 cm。 粉 殻 含む 。 

丸 底 IV 式 ( 口 縁 部 ) 
褐 灰色 10YR4/1 粘 細 砂 質 土 

(3 層 ) 

丸 底 IV 式 ( 口 縁 部 ) 
褐 灰 色 10YR4/1 粘 細 砂 質 土 

(3 層 ) 

(2.6) 厚 さ 5 ご 7 融 。 粉 殻 含む 。 

(PS 厚 さ 5 一 7m。 粉 殻 含む 。 

丸 底 IV 式 ( 口 縁 部 ) 

替 ( 口 縁 へ 顕 部 ) 

褐 灰 色 10YR4/1 粘 細 砂 質 ] 

(3 層 ) 

褐 灰色 10YR4/1 粘 細 砂 質 ゴ 

(3 層 ) 

( 口 縁 部 ) P2 

(底部 ) P2 

(6.2) 厚 さ 8m 画 1.1cm。 惣 殻 含む 。 

(4.8) 頸 部 径 4.8 cm。 

(1.9) ロ 縁 端 部 丸い 。 

(底部 ) P2 (1.0) 

(ご 6.4 | 底部 外面 回 転 糸 切り 。 

| 6.8 | 底部 は わずか に 突出 する 。 

ね 鉢 

SXl ( 礎 混 褐 灰 色 10YR4/1 細 砂 質 

5・6・7 層 ) 上 層 

土 礎 混 黒 褐色 2.5Y3/1 土 
ロ 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 東 播 系 。 

ロ 縁 端 部 を 上 方 に わずか に 拡張 する 。 

事 ( 口 縁 一 体 部 ) 

5・6・7 層 ) 上 層 

SXi ( 礎 混 褐 灰 色 10YR4/1 細 砂 質 

土 へ 礎 混 黒褐色 2.5Y3/1 土 

5・6・7 層 ) 上 層 

SXl ( 礎 混 褐 灰 色 10YR4/1 細 砂 質 

土 礎 混 黒 褐色 2.5Y3/1 土 

晶 縁 部 は ほぼ 水平 に 開く 。 

底部 外面 回 転 ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 。 

グ 。 

ロ 縁 端 部 を 上 方 に わずか に つま みあ げ る 。 

体 部 内 面 横 方 向 の ハケ 。 外面 タテ 方 向 の ハ 

近 B 蓋 ( 口 縁 部 ) 
SXi ( 礎 混 暗 灰 色 N3/0 粘 砂 質 土 

8 層 ) 下層 

二 B 身 ( 口 縁 部 ) 

げ る 。 日 縁 端 部 を 下方 に わずか に 折り 

昌 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

SX1 ( 礎 混 暗 灰 色 N3/0 粘 砂 質 土 

8 層 ) 下層 

才 B 身 (底部 ) 
SX1 ( 礎 混 暗 灰 色 N3/0 粘 砂 質 ] 

8 層 ) 下層 

ロ 縁 端 部 が わずか に 外 反 する 。 

ロ 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

高台 は や や 内 側 に 付く 。 

体 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

二 B 身 (底部 ) 
SXi ( 礎 混 暗 灰 色 N3/0 粘 砂 質 土 

8 層 ) 下層 

太 ( 縁 部 ) 
SXi ( 礎 混 暗 灰色 N3/0 粘 砂 質 ] コ 

8 層 ) 下層 

体 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

方 形 の 透 

日 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

皿 
SXi ( 礎 混 暗 灰 色 N3/0 粘 砂 質 土 

8 層 ) 下層 

丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 
SXi ( 礎 混 暗 灰 色 N3/0 粘 砂 質 土 

8 層 ) 下層 

丸 底 IV a ( 品 縁 部 ) 
SX1 ( 礎 混 暗 灰色 N3/0 粘 砂 質 ] 

8 層 ) 下層 

ロロ 縁 部 は 斜め 上 方 に の びる 。 

時 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

厚 さ 7 品 。 粉 殻 含む 。 

晶 縁 部 内 外面 指 押え 後 ナ デ 

厚 さ 6 品 。 粉 殻 含む 。 

時 部 内 外面 指 押 え 後 ナ デ 。 

丸 底 iV b ( 口 縁 部 ) 
SXl ( 礎 混 暗 灰 色 N3/0 粘 砂 質 土 

8 層 ) 下層 

厚 さ 1.2 cm。 粉 殻 含む 。 

日 縁 部 内 面 指 押 え 後 ナ デ 。 
ーーー 一 一 

1 (P4) 柱 痕 曲げ る 。 

品 縁 部 内 本 転 ナ デ 。 

天井 部 は 平坦 で 口 縁 端 部 は 短く 下方 に 折り 

志 > 

丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 

丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 

8 も の 境 は 

ロロ 縁 部 転 ナ デ 。 

日 縁 部 は 緩やか に 上 方 に の び 、 底 部 と 体 部 

屋 さ 7 画 。 粉 殻 含む 

丸 底 IV a 

才 B 蓋 ( 口 縁 部 ) 

厚 さ 5 mm。 お 

ロ 縁 部 内 外 r 

殻 

品 縁 部 内 外面 指 

殻 
と 
ーー 

押え 後 ナ デ 。 二 次 焼 成 あ り 。 

厚 さ 5m 画 。 

| 口 縁 ・ 底 部 内 外面 指 押え 後 ナ デ 。 

ロロ 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

ロロ 縁 端 部 を や や 内 側 に 折り 曲げ る 。 

丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 

丸 底 iV a ( 口 縁 部 ) 

(2.3) 
厚 さ 6 融 。 粉 殻 含む 。 

内 面 指 押え 。 二 次 焼成 あり 。 

( 体 部 ) 

凹 基 式 石 鍼 

(2.4) 
厚 さ 5 融 。 粉 殻 含む 。 

ロロ 縁 部 内 面 指 押 え 。 

(2.7) 体 部 外面 に 円 弧状 の 文様 。 

1.5 サ ヌ カ イト 製 。 残 存 重量 0.6 g。 

表 3 出土 遺物 1 
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近 B 蓋 ( 口 縁 部 ) 
SX32 

質 土 7 層 ) 上 層 

( 褐 灰 色 10YR4/1 粘 極 細 砂 

二 B 蓋 (つま み ) 

二 B 蓋 ( 口 縁 部 ) 

SX32 

質 土 7 層 ) 上 層 

( 褐 灰 色 10YR4/1 粘 極細 砂 

ロ 縁 部 端 部 は S 

ロロ 縁 部 内 外面 臣 

つま み は 中 央 部 が 盛り 上 が る 。 

SX32 

質 土 7 層 ) 上 層 

( 褐 灰色 10YR4/1 粘 極細 砂 

長 頸 窟 (底部 ) 
SX32 

質 土 7 層 ) 上 層 

( 褐 灰 色 10YR4/1 粘 極細 砂 

志 口 陰 ( ロ 藻 殖 ) 

近 B 蓋 

SX32 (オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

ロ 縁 端 部 を 下方 に わずか に 折り 

時 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

外 反 する 高台 が 付く 。 

体 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

昌 縁 部 は 緩やか に 開き 、 端 部 は 丸い 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

近 B 蓋 (つま み ) 

近 BB 蓋 ( 口 縁 部 ) 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

天井 部 は 笠 形 で 口 縁 端 部 を 下方 に 折り 

る 。 

井 部 回 転 ヘ ラ 削 り 。 

つま み は 扇 平 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

近 B 身 ( 口 縁 部 ) 

充 の 凌 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

ロロ 縁 部 端 部 を 下方 に わずか に 折り 曲げ 

昌 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

日 縁 部 は 外側 に 開く 。 

昌 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

トド B 身 
(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

ド B 身 

トド B 身 (底部 ) 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

11.4 

6.2 

日 縁 部 は 外側 に 開く 。 

ロ 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 底 部 外面 

切り 後 ナ デ 。 

日 縁 部 は 外側 に 開く 。 

昌 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

昌 縁 部 は 上 方 に の びる 。 

品 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

トド B 身 (底部 ) 

ド B 身 (底部 ) 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

(11.0) 

9.8 

高台 は 平ら 。 

体 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

高台 は 外側 に 開く 。 

体 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

> 

近 A (底部 ) 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

10.0 

9 7 

高台 は 外側 に 開く 。 

底部 と 体 部 の 境 が 比較 的 丸い 。 

底部 外面 回 転 ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y371 粘 質 
8 層 ) 中 層 

11.2 
底部 と 体 部 の 境 が 丸い 。 

底部 外面 回 転 ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 。 

( 口 縁 部 ) 

懇 ( 体 部 ) 

長 顕 宣 ( 口 縁 部 ) 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

ロ 縁 部 は 「 く 」 の 宇 状 に 屈 

方 に 開く 。 

昧 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

⑧ 層 ) 中 層 

肩 部 は 丸く 、 体 部 中 央 に 宅 孔 。 

体 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

(オリ ー ブ 県 色 5y3/1 粘 質 
8 層 ) 中 層 

ロ 縁 部 は ラッ パ 状 に 開く 。 

日 縁 部 中 央 に 一 条 の 止 線 。 

海山 内 (ロロ 藻 1 

抵 青 ) 

涼 鼻 則 ( 系 吾 ) 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

時 部 は ラッ パ 状 に 開く 。 

ロ 縁 部 中 央 と 顕 部 に 一 条 の 目線 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

肩 部 は 丸い 。 

肩 部 に 一 条 の 凹 線 。 

長 二 夫 (底部 ) 

横 瓶 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

層 ) 中 層 

高台 は 外側 に 開く 。 

体 部 外面 回 転 ナ デ 。 

7 黒色 5Y3/1 粘 質 

層 

塊 ( 口 縁 部 ) 

充 ( ロ 水 再 ) 

ロロ 縁 部 は 上 方 に の び て 、 端 部 が 外側 に 屈曲 

する 。 

体 部 内 外面 縦 方 向 の ナ デ 。 

トリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

時 部 は 底部 か ら 丸 く 上 方 に の びる 。 

日 縁 部 内 外面 横 方 向 の へ ラミ ガキ 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

皿 
(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 
18.2 

座 ( 口 縁 部 ) 

回 ( 口 縁 部 ) 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 
35.8 

日 縁 端 部 が 内 側 に 肥厚 する 。 

体 部 外面 は 横 方 向 の ヘラ 削り 。 

ロ 縁 部 は 丸く 斜め に 開く 。 端 部 内 面 が 沈 線 

状 に 囚 む 。 

ロ 縁 部 内 面 横 方 向 の ハケ 。 体 部 外面 縦 方 向 | 

の ハケ 。 

(オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 

8 層 ) 中 層 

表 4 出土 遺物 2 
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特徴 ・ 技 法 

ロ 縁 端 部 面 を 持つ 。 
| ロロ 弐 m 
計 生 | 層 二 埋 間 8 日 縁 部 内 面 横 方 向 の ハケ 。 

番号 

オ 才 )! 隊 端 間 こわ ず か に げ る 。 1 誰 ( 口 縁 部 ) 。 ( ロ 縁 端 部 上 方 に わずか に つま みあ げ る 

8 頸 部 内 面 模 方 向 の ハケ 。 

|_Ea_。 ( 口 縁 部 ) 、 (オリー . ロ 縁 部 は 短く 端 部 が 外 反 する 。 シル ト 8 層 ) 中 層 
(オリ ー ブ 黒 名 5v3/1 粘 質 万 部 分 指 押え 後 横 方 向 の ナ デ 。 
8 層 ) 中 層 残存 長 6.2 cm、 底 の 長き 約 9.0 cm。 
(オリ ー ブ 黒 仙 面 部 は 縦 方 向 の ナ デ 。 
8 層 ) 中 層 残存 長 14.2 am、 高 さ 4.9 am。 

プ ブ 黒色 5Y3/1 粘 質 厚 さ 6mm。 惣 殻 を 含む 。 
層 ) 中 層 内 外面 指 押え 後 ナ デ 。 二 次 焼成 あり 。 

リー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 厚 さ 7mm。 粉 殻 を 含む 。 
層 ) 中 層 | 内 外面 指 押え 後 ナ デ 。 

リー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 底部 は 失 り ぎみ の 丸 底 。 
層 ) 中 層 

リー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 質 底部 は 失 り ぎみ の 丸 底 。 
層 ) 中 層 ・ 

SX32 ( 暗 灰 色 N3/0 粘 質 シ ル げ る 。 

9 層 ) 下層 * 転 ナ デ 。 
外側 に 開き 、 高 台 の 端 部 は 外側 に 

上 器 | 丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 

上 器 | 丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 

土器 | 3 (底部 ) 

丸 底 iV a (底部 ) 

二 B 蓋 ( 口 縁 部 ) 

SX32 ( 暗 灰 色 N3/0 粘 質 シ ル 

剛 外面 回 転 ナ デ 。 
呈 灰 色 N3/0 粘 質 シ ル を 持ち 、 一 条 の 凹 線 。 

回 転 ナ デ 。 
長 頸 替 ( 体 部 ) 

長 顕 夫 ( 体 部 諸 灰 色 N3/0 粘 質 シ ル 

胃 

炭 色 N3/0 粘 質 シ ル ロ 縁 部 は 緩やか に 外 反し 、 端 部 は 丸い 。 

ロロ 縁 部 内 外面 横 方 向 の ナ デ 。 
吉沢 由記 粘 質 シ ル 残存 長 10.5 cm、 最 大 幅 7.0 cm。 

層 2 次 焼成 を 受け 、 両 端 ガ ガラ ス 状 に な る 。 

諸 灰 色 N3/0 粘 質 シ ル 残存 長 7.8 cm、 復 元 幅 7.4 cm。 

外面 は 縦 方 向 に 面 を 持つ 。 

R8/4 極細 砂 質 ゴ 

灰 黄 褐色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 土 

(⑪・2 層 ) 

浅 黄 欄 色 10YR8/4 極細 砂 質 土 

灰 黄 褐色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 土 ・ 底部 外面 指 押え 。 

昌 縁 端 部 わずか に 下方 に 拡張 する 。 

ロロ 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 東 播 系 。 

8/4 極細 砂 質 ] 
底部 は 低い 輪 高台 が 付く 。 

5/2 粘 極細 砂 質 土 政和 
底部 内 面 ヘ ラミ ガキ 。 外面 指 押え 。 

浅 黄 欄 色 10YR8/4 極細 砂 質 ゴ 

灰 黄 褐色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 土 

(1・2 層 ) 

礎 混 灰 黄色 2.5Y6/2 砂 礎 混 オ 

リー ブ 黄 色 5Y6/3 砂 (3・4 

| 灰 黄 礼 色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 土 天井 部 は ほぼ 平ら で 、 口 縁 端 部 を 下方 に 折 

(⑤ 層 ) げ る 。 

オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 極細 砂 天井 部 は 笠 形 で 、 口 縁 端 部 を 内 側 に 折り 曲 

土 (7 層 ) げ る 。 

浅 黄 樽 色 10YR8/4 極細 砂 質 土 | 

灰 黄 褐色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 土 

(4・5 層 ) 

浅 黄 欄 色 10YR8/4 極細 砂 質 土 一 

灰 黄 褐色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 ゴ ・ 高台 は 外側 に 開く 。 

二 B 蓋 ( 口 縁 部 ) 

二 B 蓋 ( 口 縁 部 ) 

ロ 縁 部 は 外側 に 直線 的 に 開く 。 

昧 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

底部 の 端 に や や 低め の 高台 が 付く 。 

底部 は 小さ く 、 や や 高め の 高台 が 付く 。 

ロ 縁 端 部 面 を 持つ 。 

ロロ 縁 部 内 面 横 方 向 の ハケ グ 。 
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丸 底 IV b ( 口 縁 部 ) 

出土 地点 

遺構 ・ コ 
オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 極細 砂 質 

ト (7 層 ) 
2-1a 

特徴 ・ 技 法 

厚 さ 1.0cm。 粉 殻 含む 。 

ロ 縁 部 内 外面 指 押 え 後 ナ デ 。 

4 丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 
オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 極細 砂 質 

ト (7 層 ) 
2-2a 

厚 さ 8 器 。 粉 殻 含む 。 

ロ 縁 部 内 外面 指 押 え 後 ナ デ 。 

92 | 製塩 ] ト 器 | 丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 
オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 極細 砂 質 

土 (7 層 ) 
2-3a 

厚 さ 6 ご 8m 画 。 粉 殻 含む 。 

ロ 縁 部 内 外面 指 押 え 後 ナ デ 。 

製塩 土器 | 丸 底 IV a ( 口 縁 部 ) 
オリ ー ブ 黒 色 5Y3/1 粘 極細 砂 質 

土 (7 層 ) 
2-3a 

厚 さ 6 m 咽 。 粉 殻 含む 。 

ロロ 縁 部 内 外面 指 押 え 後 ナ デ 。 

石器 

石器 

凹 基 式 石 鍼 
(5 層 ) 

| 
| 灰 黄 褐色 IOYR5/2 粘 極細 砂 質 土 
ー08 

サ ヌ カ イト 製 。 

残存 重量 0.9 g。 

凹 基 式 石 鍼 
灰 黄 褐色 10YR5/2 粘 極細 砂 質 士 

| (5 層 ) 

サ ヌ カ イト 製 。 

残存 重量 0.8 g。 

(底部 ) SB1 (P22) 底部 外面 回 転 糸 切り 。 

瓦 器 

上 
塊 ( 口 縁 部 ) SB1 (P27) 

ロ 縁 部 は 斜め 方 向 に 開く 。 

ロロ 縁 部 内 面 横 方 向 の ミガキ 。 体 部 外面 指 押 

える 。 

98 | 瓦 器 塊 ( 口 縁 部 ) 体 部 外面 指 押え 。 

99 (底部 ) 

100 

101 

境 ( 口 縁 部 ) 

(底部 ) 

底部 外面 回 転 糸 切り 。 

ロ 縁 部 は 斜め 方 向 に 開く 。 

体 部 外面 指 押 え 。 

底部 外面 回 転 ヘ ラ 切 り 。 

102 小皿 
内 面 ベ ラミ ガキ 。 

底部 外面 指 押え 。 

103 和 皿 (底部 ) 摩 滅 の た め 調 整 不明 。 

04 (底部 ) 

05 塊 (底部 ) 7.0 

底部 は 平 高台 。 

底部 外面 回 転 ヘラ 切り 。 

底部 外面 回 転 ヘ ラ 切 り 。 

106 塊 ( 体 部 底部 ) な の 
] 諾 二 に は や や 高め の 高台 が く 。 

内 面 が 黒色 。 

07 | 瓦 器 塊 ( 体 部 ) 外面 指 押え 。 

108 | 土師 器 (底部 ) 底部 外面 回 転 ヘラ 切り 。 

09 | 土師 器 (底部 ) 

自 

底部 外面 回 転 ヘラ 切り 。 

昌 縁 部 は 、 短 く 斜 め 上 方 に 開く 。 

底部 外面 回 転 ヘラ 切り 。 

土師 器 (底部 ) 
底部 は 平 高台 。 

底部 外面 回 転 ヘラ 切り 。 

黒色 ] 
底部 に 断面 三角 形 の 高台 が 付く 。 

ロ 縁 部 内 外面 横 方 向 の ナ デ 。 内 面 が 黒色 。 
上 器 | 塊 (底部 ) 

土師 器 _ | 羽 釜 ( 口 縁 部 ) S 
ロ 縁 端 部 周辺 に 角 が 付く 。 

体 部 外面 縦 方 向 の ハケ 。 

息 ( 口 縁 部 ) 
灰 黄 色 2.5Y6/2 細 砂 質 土 へ 褐 灰 

色 10YR5/1 細 砂 質 土 (3・4 層 ) 

昌 縁 部 は 斜め 上 方 に 開き 、 端 部 は 丸い 。 

昌 縁 部 内 外面 回 転 ナ デ 。 

塊 ( 塊 ) 
灰 黄色 2.5Y6/2 細 砂 質 土 褐 灰 

色 10YR5/1 細 砂 質 土 (3・4 層 ) 
体 部 外面 指 押 え 。 

塊 (底部 ) 
灰 黄色 2.5Y6/2 細 砂 質 土 へ 褐 灰 

色 10YR5/1 細 砂 質 土 (3・4 層 ) 

ーー 
底部 に は 低い 高台 が 付く 。 

塊 (底部 ) 褐 灰色 10YR5/1 細 砂 質 土 (4 層 ) 

碗 ( 口 縁 部 ) 褐 灰色 10YR5/1 細 砂 質 土 (4 層 ) 

底部 に は 低い 高台 が 付く 。 

ロ 縁 端 部 失 る 。 

内 外面 灰白色 7.5Y7/2。 

(底部 ) 褐 灰 色 10YR5/1 細 砂 質 土 (4 層 ) 

塊 (底部 ) 3-8a | 褐 灰色 10YR5/1 細 砂 質 土 (4 層 ) 6.6 

8.0 語 目 目 和 NM 

底部 に は 断面 三角 形 の 高台 が 付く 。 

内 面 が 黒色 。 

羽 釜 ( 口 部 ) 3-7a | 褐 灰色 10YR5/1 細 砂 質 土 

表 6 出土 遺物 4 

昌 縁 端 部 周辺 に 匂 が 付く 。 

昌 縁 部 内 外面 横 方 向 の ナ デ 。 

94・95 は 、 長 さ X 幅 X 厚 さ 
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